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私は教師生活の中で、優れた指導者、先輩に何人も出会ってきました。

尊敬する石川正三郎校長、圧倒的な力量をもっていた坂本茂信先生など

です。

これらの方々からさまざまに学び、大変幅広く仕事をしてきました。学

校外でもたくさんの貴重な出会いがありました。

その中で、１人の小学校教師がいかにして「クイズ面白ゼミナール」の

出題者になり、「進研ゼミ」の教材全体の設計をし、学習指導要領に反

映されるような主張をしてきたか。

そのようなことが、この『新・向山洋一実物資料集』の中に表れている

と思います。

どうか、先生方も私の実物資料から学び、子どもたちと学校全体の教育

の向上を願うような仕事をしていっていただきたいと思います。

向山 洋一

はじめに

向山型分析批評の誕生

第３巻
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サンプル版
※本ファイルはサンプル版です、実際刊行されるものと内容・仕様等が異なる場合があり 
　ますことを予めご了承ください。
※図版等の解像度は、インターネットを通した画面表示に最適化した低解像度のものです。
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令和時代に必要な「メディア読解」につながる
向山型分析批評

解　　説

7

１. 授業方法としての分析批評

向山のメモ　　

谷　和樹

この巻の資料に出会って、さらに強く思った。

分析批評をもっと学び、広めなければならない。

分析批評というのは、単に国語の授業のためにだけあるのではない。

向山氏は次のように書いた。

分析批評とは何ですか。

表現を分析することによって行う批評の方法です。

ならば、対象は本として出版されている文学作品だけにとどまらない。あらゆる「情

報」を分析対象として広げることが可能だ。向山氏は、初期の段階で次のことに触

れている。

テレビには映像の文法があります。

今（2021 年）なら次のことも言えるだろう。

YouTube にも映像の文法があります。

「表現されている事実」だけを客観的に取り出し、それを分析する技術は、各種の

メディアからの膨大な情報を毎日見ている子どもたちとって、今後さらに重要にな

る。私たちは「動画読解」「メディア読解」といった授業を今後提案していく予定である。

もちろん、分析批評の「理論」だけでは授業にならない。向山氏のこの「向山型

分析批評」には、理論をどのように「熱中する授業」にしていくかという「授業論」

もまた、示されている。
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（１）「分析批評」で授業が変わる、子供が変わる
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（１）「分析批評」で授業が変わる、子供が変わる
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（１）「分析批評」で授業が変わる、子供が変わる
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（１）「分析批評」で授業が変わる、子供が変わる
新・向山洋一実物資料集（第3巻）サンプル版・教育技術研究所



16 17１. 授業方法としての分析批評

（２）分析批評「やまなし」授業記録 - 上
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解説コラム １

向山型分析批評の誕生

長谷川博之

算数科には、例えば「長さ」を測るとき、全国どこでも通用する共通の「ものさし」

がある。向山氏はメモにおいて「個別単位」「共通単位」「普遍単位」に細分化する。

理科は科学であるから、３つの基本条件を満たす必要がある。すなわち、実証性、

再現性、客観性の三条件である。向山氏のメモでは「同質同一条件」（同一の実験条

件下では同一の結果が得られる）が取り上げられている。

社会科における「縮尺」や「等高線」もまた、人や時間や場所を変えても変わる

ことのない「ものさし」の一例である。

翻
ひるがえ

って国語科はどうか。属人的な要素が強過ぎるのである。特に文学の「読み」

の指導に、その傾向が著しい。

人・時間・場所が変わろうとも「正確に読み取り、分かち伝える」ための「ものさし」

が必要なのである。

そこで向山氏が着目したのが、当時井関義久氏が取り上げていた「分析批評」で

ある。

この方法により、文学をどのように読み、読み取った内容をいかに分かち伝える

か、指導事項と指導の流れとが極めて明確になった。

しかも、子どもたちは熱中、熱狂的に学習に取り組むのだ。

向山氏は、分析批評の方法と自らの授業方法とを融合させ、「向山型分析批評」を

生み出す。

向山型分析批評実践の最高峰が、「やまなし」実践である。

その後、向山氏に学び、実践した教師の授業が変わり、子どもの事実が次々と生

み出されることとなった。

「向山型分析批評」は、全国津々浦々に、まさに燎
りょうげん

原の火の如く広がっていったの

であった。
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